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博士後期 3 年の課程 




































































































  類型１．politician：徹底したリスク回避。目前の課題の円滑処理のみに専心 

























































































⑥ 終結過程（１６６０年５月３日）の分析  
7 
 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































  <レビューの対象とする先行研究> 
   瀬野馬熊「近世朝鮮史」昭和２年 
   黄元九「己亥服制問題研究」延世論集 １９６３年 
   許捲洙「조선후기 남인과서인의 학문적대립」法仁文化社 1993 年 
   李迎春「조선후기 왕위계승연구」集文堂 1998 年 
   池斗煥「우암송시열편전」우암학술총서 충복대학교우암연구소 2007 年 
      鄭玉子「조선후기의 사상상황」『우암 송시열 The Great Mentor Song Siyoel』 
국립청주박물관 2007 年 
      李在喆「조선후긴 사림의 현실인식과 정국운영론」集文堂 2009 年 































































































































































































































































































































































































































































































 ↓  ↓    ↓ 
 ↓  ↓  許穆の指摘に対する宋時烈の反論提示。Ｂ 
 ↓  ↓  （許穆-宋時烈間の論争が議論の中核的構造を構築） 
 ↓  ↓    ↓ 
 ↓ 尹善道の上疏（１６６０年 4 月 18 日）Ｃ 
 ↓  ↓ 
◎宋時烈の朞年説支持（1659 年 5 月 5 月）の論理構造が遡及的に再構築。Ｄ 
 （許穆と尹善道による再構築。ｄ-１） 
 （宋時烈も朞年説支持の論理構造を再構築。ｄ-２） 































































○「理論的側面の検討過程 bi-process」「公式議論における処理過程 main process」の概念






















○宋時烈は、朝廷の公式過程 main process では、孝宗の葬喪儀礼の円滑な遂行に向けた政
策的合理性を重視した。一方、bi-process に封じ込めた許穆の理論的論点には礼学理論の権
威として対処した。 
また、宋時烈による『明律』に依拠した朞年説支持は「春秋の大義」の顕在化である。孝
宗の葬喪儀礼における宋時烈の政治行動は、対明義理の貫徹と対清関係の安定の両立を至
上命題としたもので、朞年喪の採用もその論理的帰結であった。つまり「春秋の大義」こ
そが、内政、外交を貫く宋時烈の政治行動の淵源であり、事態の推移の中で現実主義的転
換が図られた。こうした宋時烈の政治家像の中にステーツマンシップの存在が確認される
のである。 
 
 そしてまた、明の神宗代の女真遠征への「拠礼（報恩）」出兵も、明室末期の対後金抵抗
も、明室崩壊後の明支援も、李王室の雪辱も、昭顕世子葬喪および次代世子冊封も、そし
て孝宗葬喪も、いずれも礼治政治の最重要課題であるにもかかわらず、「礼典類」も、ある
いはそれに基づいた諸人の見解も全て、都度都度危機に瀕した国家を救う手立てには成ら
なかった。このような暗黒の時代において全て孝宗の礼治政治によって社会の安寧が回復
されるべきと、大きく期待して、孝宗の中に春秋の大義を涵養しようとした宋時烈は、孝
宗の薨去によって再検討を余儀なくされた。また、それぞれが依って立つ礼典類に従って
諸説をまき散らす官僚たちに辟易しつつ、宋時烈が至った思想は聖人（孔子）の行跡、在
りように立ち返ろうとすることであった。それは、そこに「諸礼典」などはなく、あるの
は聖人の言葉と行略だけであったからである。つまり、孔子のエトス、パトスを全てその
まま体得すること、すなわち、人々が自らの体内において「礼が治まる」ことであった。
まさしく、それは「心の欲するところに従えども矩を踰えず」の人が、それぞれの分限（分
際）ごとに世に満ちることであった。 
 四次にわたる戦乱を経て、国土と社会、そして社稷を立て直すには、原初の聖人たちの
説いた社会を再現することが唯一の方途であると悟った宋時烈の礼治政治は完成を見るこ
とはなかった。孝宗の葬礼及び慈懿大妃の服制等、結局は自らの礼治理論が故に死に行く
ことを余儀なくされ、また、対明の「春秋の大義」の完遂にあっては、当の孝宗が春秋の
大義の聖君たるべきであったのに、早薨したために、その理想社会建設は見果てぬ夢とな
った。 
